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そ
よ
風
の
精

清
水
博
文

初
夏
の
雑
木
林
に
生
息
し
て
い
る
チ
ョ
ウ
の
な
か

ま
に
'
ゼ
フ
ィ
ル
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
シ
ジ
ミ
チ
ョ

ウ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
｡

ゼ
フ
ィ
ル
ス
　
(
Z
E
P
国
Y
R
U
S
)
　
と
は
ラ
テ
ン
語

で
｢
そ
よ
風
｣
や
｢
西
風
｣
と
い
う
意
味
で
す
｡
大

町
市
付
近
で
は
種
類
に
よ
り
ま
す
が
'
6
月
中
旬
か

ら
7
月
下
旬
頃
ま
で
'
ち
ょ
う
ど
梅
雨
の
晴
れ
間
に

多
く
が
姿
を
見
せ
ま
す
｡

こ
の
仲
間
の
雄
の
麹
の
表
面
は
､
金
属
光
沢
の
あ

る
緑
色
を
し
て
い
る
も
の
が
多
く
､
樹
冠
部
で
朝
日

や
夕
日
を
浴
び
て
輝
き
な
が
ら
飛
翻
す
る
姿
は
宝
石

の
よ
う
で
､
ま
さ
し
く
｢
そ
よ
風
の
妖
精
｣
　
の
よ
う

に
見
え
ま
す
｡

日
本
に
は
2
4
種
が
知
ら
れ
て
お
り
大
き
く
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
｡

一
つ
め
は
オ
ス
は
金
色
を
帯
び
た
緑
色
や
青
色
の

麹
を
も
つ
ア
イ
ノ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
や
ハ
ヤ
シ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
な
ど
｡

二
つ
め
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
麹
を
し
た
ア
カ
シ
ジ
ミ

や
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
の
な
か
ま
｡

三
つ
め
に
銀
色
を
し
た
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
や
ウ
ス
イ

ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡

ゼ
フ
ィ
ル
ス
は
'
コ
ナ
ラ
林
･
ミ
ズ
ナ
ラ
林
･
ブ

ナ
林
な
ど
を
生
活
場
所
の
中
心
と
し
て
い
ま
す
｡
日

本
経
済
の
高
度
成
長
期
以
来
､
炭
焼
き
な
ど
が
行
わ

れ
な
く
な
り
､
雑
木
林
の
管
理
が
さ
れ
な
-
な
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
'
枝
が
茂
っ
て
林
が
暗
-
な
り
す
ぎ

生
息
で
き
る
環
境
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
｡

近
年
薪
炭
林
な
ど
里
山
管
理
の
見
直
し
が
さ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
は
､
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
､
こ
の

美
し
い
妖
精
た
ち
の
未
来
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)
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飯
嶋
家
文
書
と
信
越
連
帯
新
道

-
市
文
化
財
指
定
に
あ
た
っ
て
-

相

　

澤

　

亮

　

平

一
､
大
町
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

野
口
･
飯
嶋
家
文
書

飯
嶋
家
は
､
戦
国
時
代
に
上
伊
那
の
飯
嶋
か
ら
野

口
の
地
に
移
り
住
み
､
の
ち
村
庄
屋
役
を
長
く
務
め

た
西
沢
家
を
分
家
す
る
｡
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
､

西
沢
氏
が
大
町
粗
大
庄
屋
役
就
任
に
際
し
て
飯
嶋
氏

(
与
市
)
　
が
庄
屋
役
を
承
け
'
以
後
善
右
衛
門
　
(
改

名
し
て
又
左
衛
門
)
･
善
道
と
明
治
四
年
(
一
八
七

一
)
廃
藩
置
県
ま
で
三
代
に
わ
た
り
江
戸
末
期
･
明

治
初
頭
の
野
口
村
庄
屋
役
を
務
め
た
｡

信
越
連
帯
新
道
　
(
以
下
新
道
と
呼
ぶ
)
　
開
設
に
尽

力
し
た
善
道
は
'
天
保
三
年
(
一
八
三
二
)
　
五
月
八

日
､
更
級
郡
日
名
村
(
明
治
以
後
'
孟
津
村
の
ち
日

原
村
)
　
の
牛
越
家
に
生
ま
れ
､
十
八
歳
で
飯
嶋
善
右

衛
門
の
養
子
と
な
る
｡
元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
　
人

月
､
養
父
の
隠
居
蕉
嘗
右
衛
門
を
襲
名
､
野
口

村
庄
屋
に
な
る
が
､
僑
称
禁
止
令
に
従
い
善
道
と
改

名
｡
の
ち
野
口
村
副
戸
長
を
務
め
る
｡
明
治
四
十
一

午
(
一
九
〇
八
)
　
六
月
三
十
日
没
｡

飯
嶋
家
文
書
は
､
文
禄
･
慶
安
以
降
'
明
治
末
年

に
至
る
期
間
の
文
書
類
を
内
容
と
し
､
特
に
庄
屋
役

時
代
の
文
政
年
間
以
降
沙
紀
の
が
多
い
｡
平
成
十
四

年
六
月
十
一
日
､
当
主
善
士
民
　
(
善
道
か
ら
数
え
て

五
代
目
)
　
か
ら
古
文
書
類
一
括
が
大
町
市
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
寄
託
さ
れ
'
翌
十
五
年
二
月
二
十
六
日
'

大
町
市
有
形
文
化
財
(
第
五
十
二
号
)
　
に
指
定
さ
れ

た
｡
名
称
｢
飯
嶋
善
士
民
所
有
『
信
越
連
帯
新
道
』

関
係
史
料
及
び
飯
嶋
家
文
書
一
括
'
附
そ
の
他
の
史

料
一
式
｣
｡
合
計
点
数
七
一
二
点
(
う
ち
四
〇
点
は

大
町
山
岳
博
物
館
保
管
)
｡
古
文
書
類
の
文
化
財
指

定
は
上
一
本
木
の
清
水
本
家
文
書
に
次
い
で
二
番
目

だ
が
､
清
水
本
家
文
書
が
長
野
県
立
歴
史
館
に
移
管

さ
れ
た
の
で
姦
間
に
は
一
番
目
に
当
た
る
｡

大
町
市
大
字
平
･
野
口
は
'
江
戸
時
代
を
通
じ
て

安
曇
郡
大
町
組
野
口
村
で
あ
り
'
明
治
八
年
､
ほ
か

の
人
力
村
と
と
も
に
平
村
に
な
る
｡
そ
の
地
理
的
特

徴
は
｢
国
境
と
山
と
川
｣
に
要
約
さ
れ
よ
う
｡
信
濃

越
中
両
国
境
に
接
し
'
松
本
加
賀
両
藩
領
界
に
位
置

し
た
｡
村
の
西
奥
に
は
広
大
な
山
岳
地
帯
を
擁
す
る

日
本
有
数
の
山
の
村
で
あ
る
｡
江
戸
時
代
に
は
通
称

野
口
山
､
松
本
藩
宮
山
｢
御
山
内
｣
　
で
あ
り
'
管
理

の
実
際
は
野
口
村
に
任
せ
ら
れ
'
山
元
締
･
山
廻
り

役
な
ど
藩
任
命
の
役
職
が
置
か
れ
た
｡
川
は
､
高

瀬
･
加
賀
(
篭
)
･
鹿
嶋
の
三
大
河
川
合
流
の
地
で

あ
る
｡
文
化
財
指
定
名
称
に
特
記
さ
れ
る
｢
信
越
連

帯
新
道
関
係
史
料
｣
は
'
飯
嶋
家
文
書
の
眼
目
に
な

る
｡
国
境
の
山
河
に
刻
ま
れ
た
偉
大
な
郷
土
の
先
人

の
足
跡
の
記
録
で
あ
る
｡

新
道
関
係
主
要
史
料
は
飯
嶋
家
史
料
の
ほ
か
に
､

長
野
県
立
歴
史
館
の
長
野
県
行
政
文
書
お
よ
び
富
山

県
立
図
書
館
内
中
島
文
庫
が
あ
り
､
三
者
補
完
し
合

っ
て
新
道
事
業
の
実
態
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
｡
飯

嶋
家
史
料
が
そ
の
う
ち
質
量
と
も
に
最
重
要
史
料
た

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡

二
､
時
代
を
切
り
拓
い
た
信
越
連
帯
新
道

(
一
)
新
道
の
概
要

相
接
す
る
隣
県
と
の
間
に
鉄
道
も
自
動
車
道
も
通

じ
て
い
な
い
唯
一
の
例
が
長
野
･
富
山
県
境
で
あ

り
'
も
ち
ろ
ん
立
山
･
後
立
山
の
両
山
脈
と
そ
の
間

を
流
れ
る
黒
部
川
の
渓
谷
と
い
う
厳
し
い
自
然
の
障

壁
の
ゆ
え
坪
あ
る
｡
ま
た
,
H
J
F
時
代
の
黒
部
奥
山
は

加
賀
藩
の
御
締
り
山
と
し
て
一
般
人
の
入
山
越
境
が

厳
禁
さ
れ
'
奥
山
廻
り
役
が
毎
年
巡
視
警
戒
す
る
通

行
不
可
能
の
地
域
だ
っ
i
J
:
衆
だ
こ
の
障
壁
の
間
隙

を
縫
う
よ
う
空
筋
の
徒
歩
道
が
通
じ
て
い
た
｡
世

に
サ
ラ
サ
ラ
越
　
(
ザ
ラ
越
)
　
の
名
で
知
ら
れ
る
､

佐
々
成
政
雪
中
行
軍
の
道
､
立
山
詣
り
の
抜
け
道
･

裏
参
道
､
黒
部
以
東
は
野
口
村
か
ら
の
漁
猟
伐
木
の

道
､
時
に
加
賀
藩
用
材
搬
出
の
道
だ
っ
た
｡
明
治
初

年
､
こ
の
道
筋
(
大
町
･
富
山
間
)
を
牛
馬
の
通
行

で
き
る
道
路
に
改
修
し
橋
を
架
け
休
泊
小
屋
を
建

て
､
信
州
内
陸
部
と
北
陸
沿
海
部
を
結
ぶ
貨
客
交
流

の
最
短
路
に
し
よ
う
と
企
て
る
壮
大
な
事
業
が
､
長

野
･
石
川
両
県
有
志
の
結
社
､
開
通
社
に
よ
っ
て
一

度
は
な
し
遂
げ
ら
れ
た
｡
信
州
開
通
社
は
黒
部
以
東
､

加
賀
開
通
社
は
以
西
を
分
担
し
'
信
州
側
は
大
町
組

旧
庄
屋
六
名
､
先
頭
に
立
つ
の
が
頭
取
飯
嶋
善
道
だ

っ
た
　
(
加
賀
側
は
士
族
六
〇
名
余
)
｡

国
境
を
越
え
て
の
連
携
'
農
民
と
旧
藩
士
(
士
族
)

の
結
社
､
経
費
一
切
自
費
に
よ
る
事
業
､
工
費
償
却

二
十
一
力
年
余
を
予
定
し
た
道
銭
収
受
の
有
料
道
路

等
々
'
当
時
と
し
て
極
め
て
先
駆
的
な
取
り
組
み
だ

っ
た
｡寝

間
は
'
野
口
村
山
ノ
神
･
管
漆
峠
･
黒

部
川
平
の
渡
･
中
ノ
谷
･
ザ
ラ
峠
･
立
山
下
温
泉
･

新
川
郡
原
村
(
現
大
山
町
)
　
の
ル
ー
ト
で
､
延
長
十

四
里
半
(
約
五
七
h
)
｡

着
工
明
治
九
　
(
一
八
七
六
)
　
～
十
年
･
ひ
と
ま
ず

の
完
工
十
一
年
'
有
料
道
路
と
し
て
の
営
業
は
十
三

年
秋
ま
で
｡
相
次
ぐ
崩
壊
流
失
に
対
応
す
る
修
復
維

涛
費
用
の
目
途
が
立
た
ず
､
大
自
然
の
猛
威
の
前
に

憾
み
を
呑
ん
で
撤
退
し
た
｡
つ
い

新
道
事
業
は
短
日
月
に
し
て
潰
え
た
と
は
い
え
､

滅
び
行
く
武
士
階
級
に
替
っ
て
､
新
し
い
視
野
と
熱

烈
な
行
動
力
と
を
も
っ
て
時
代
を
切
り
拓
-
､
農
村

指
導
者
層
の
男
た
ち
の
夢
を
託
し
た
挑
戦
だ
っ
た
｡

(
二
)
新
道
認
識
の
歴
史
的
経
緯

近
年
､
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
･
作
家
等
が
何
人
か
新
道

の
紹
介
著
述
の
た
め
に
飯
嶋
家
や
山
岳
博
物
館
'
文

化
財
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
､

以
前
は
地
元
に
お
い
て
も
多
く
の
人
に
は
忘
れ
ら
れ

た
存
在
だ
っ
た
新
道
だ
が
､
文
献
上
に
い
く
つ
か
の

世
間
の
認
識
の
事
例
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
｡
短
時

日
に
目
に
触
れ
た
も
の
を
列
記
し
て
お
く
｡
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1
､
倍
飛
新
聞
　
明
治
9
･
6
･
1
6
(
金
)
み
ち

｢
本
県
下
松
本
よ
り
加
州
金
沢
ま
で
の
通
路
が
新

た
に
安
曇
郡
野
口
よ
り
開
き
に
な
る
逗
萱
草
で
有

升
是
が
開
た
な
ら
便
襲
う
従
前
の
通
路

ハ
越
後
糸
魚
川
へ
出
て
里
程
凡
九
十
余
里
も
有
所

野
口
の
新
道
ハ
五
十
里
程
だ
と
申
升
｣

2
､
『
長
野
県
町
村
誌
』
南
信
篇
平
村
　
明
治
9

｢
本
村
よ
り
西
に
入
篭
川
に
添
ひ
越
中
の
国
へ
通

ず
る
山
路
あ
り
｡
此
路
を
調
か
ん
と
天
保
年
中
の

頃
よ
り
当
村
野
口
耕
地
飯
島
善
道
の
親
善
右
衛
門

な
る
著
聞
路
の
見
込
を
立
､
旧
御
領
主
並
加
州
御

領
主
へ
出
願
に
及
と
艶
も
､
其
頃
新
道
の
許
可
な

く
空
し
く
成
居
る
を
右
飯
島
善
道
親
年
来
の
魂
望

を
報
ぜ
ん
と
思
慮
す
る
事
久
し
｡
然
る
に
維
新
の

時
節
に
至
り
右
善
道
並
有
志
の
者
四
五
名
申
合
せ

出
願
致
し
､
昨
年
十
一
月
許
可
を
得
る
｡
-
是
迄

北
越
運
送
は
越
後
糸
魚
川
へ
通
り
越
中
国
よ
り
当

村
に
至
る
里
程
四
十
四
五
里
の
通
行
な
る
を
､
此

新
道
開
修
成
功
の
上
は
越
中
国
新
川
郡
へ
当
村
よ

り
里
程
十
八
里
に
し
て
通
行
す
｡
四
十
四
里
の
間

に
て
二
十
六
里
の
道
路
を
滅
ず
｡
運
輸
賃
銭
は
勿

論
旅
行
の
庶
人
助
成
少
な
か
ら
ず
｡
是
全
御
時
政

の
御
恵
と
諸
人
の
祝
大
ひ
な
り
｡
｣
　
(
こ
の
一
文
の

筆
者
は
当
時
平
村
副
戸
長
だ
っ
た
飯
嶋
善
道
本
人

か
と
思
わ
れ
る
｡
)

3
､
｢
針
の
木
峠
雑
談
｣
百
瀬
慎
太
郎
　
昭
和
2
3
･
1

(
『
山
と
博
物
館
』
昭
和
3
4
･
6
･
2
5
掲
載
)

｢
-
白
沢
か
ら
上
は
道
ら
し
い
路
も
な
い
沢
伝
い

で
あ
っ
た
が
､
所
々
明
治
の
初
年
の
加
賀
街
道
の

名
残
り
の
痕
跡
が
'
渓
の
左
岸
に
残
っ
て
い
た
-
｣

4
､
｢
針
の
木
峠
｣
九
戸
修
三
　
昭
和
4
3

(
『
ら
い
ち
ょ
う
』
掲
載
)

右
-
'
3
を
引
用
し
て
い
る
｡

5
､
｢
越
中
の
嶽
越
え
道
開
修
0
0
㈲
｣
下
坂
宣
一

(
『
山
と
博
物
館
』
昭
和
4
9
･
1
2
･
2
5
-
5
0
･
-
･
2
5
)

こ
れ
は
新
道
研
究
の
開
幕
を
告
げ
る
文
章
で
あ

る
｡
昭
和
四
十
九
年
(
一
九
七
四
)
　
十
一
月
､
大

町
市
文
化
祭
に
｢
歴
史
に
み
る
大
町
登
山
口
-
針

ノ
木
峠
｣
な
る
特
別
展
示
を
行
う
こ
と
に
な
り
'

公
民
館
長
下
坂
氏
と
山
博
の
千
葉
･
荒
井
両
氏
が

担
当
､
野
口
飯
嶋
家
を
訪
問
し
て
古
文
書
類
を
見

せ
て
い
た
だ
い
た
｡
こ
れ
が
飯
嶋
家
文
書
が
世
に

知
ら
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
｡
本
誌
に
は
古
文
書
六

通
の
解
読
文
を
掲
載
す
る
｡

6
､
｢
果
た
し
得
な
か
っ
た
信
州
-
越
中
の
捷
路
〟
塩

の
道
〟
｣
そ
の
1
-
そ
の
2

(
｢
仁
科
路
｣
大
町
市
史
編
纂
だ
よ
り
　
昭
和

5
6
･
1
･
2
5
-
8
･
2
5
掲
載
)

1
'
｢
大
町
市
史
｣
第
四
巻
近
代
･
現
代
第
三
編
第
一

章
第
二
節
第
三
編
第
一
章
第
二
節
･
四
越
中

へ
の
道
　
昭
和
0
0
･
9

6
'
1
と
も
に
筆
者
は
大
町
市
史
編
纂
室
長
･
大

つ
よ
し

日
方
健
氏
｡

こ
こ
に
お
い
て
飯
嶋
家
文
書
の
全
面
的
調
査
が

な
さ
れ
､
本
格
的
研
究
の
成
立
吃
況
た
と
い
え
よ

う
｡
筆
者
は
新
道
を
塩
の
道
の
捷
路
と
捉
え
'
飯

嶋
父
子
発
願
動
機
の
中
核
に
能
登
塩
の
直
輸
入
計

画
を
据
え
て
い
る
｡
ま
た
深
見
家
文
書
･
長
野
県

庁
文
書
･
広
瀬
誠
氏
の
黒
部
奥
山
廻
り
役
の
研

究
･
平
林
達
郎
氏
文
書
等
々
を
も
広
く
参
照
し
､

時
代
背
景
に
も
目
を
届
か
せ
'
工
事
費
金
額
を
現

代
貨
幣
相
場
に
換
算
し
て
見
せ
る
な
ど
､
筆
者
の

史
料
探
索
の
周
到
さ
と
歴
史
理
解
の
視
野
の
広
さ

を
窺
わ
せ
る
｡
こ
こ
に
到
っ
て
新
道
の
存
在
と
そ

の
事
業
の
歴
史
的
意
義
､
飯
嶋
善
道
の
先
駆
者
的

人
間
像
な
ど
が
広
く
世
に
知
ら
さ
れ
た
と
い
え
よ

､
つ
0

8
､
｢
能
登
塩
の
碑
｣
野
間
李
平

(
｢
大
糸
タ
イ
ム
ス
｣
平
成
1
0
･
Ⅱ
･
3
-
日
･

2
･
1
0
全
0
0
回
連
載
)

筆
者
は
大
日
方
健
氏
｡
前
項
著
述
か
ら
十
数
年

を
経
て
筆
者
の
研
究
が
さ
ら
に
広
さ
と
深
さ
を
増

し
'
想
像
力
を
も
駆
使
し
た
物
語
風
の
構
成
叙
述

に
よ
る
自
在
な
展
開
に
よ
り
､
一
筋
の
道
を
通
し

て
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
人
間
と
時
代
環
境
を
立
体
的

に
浮
き
彫
り
し
て
'
新
道
研
究
も
こ
こ
に
極
ま
れ

り
と
い
う
べ
き
で
あ
り
'
新
聞
連
載
後
数
年
を
経

過
し
て
こ
の
ま
ま
に
し
て
置
-
に
は
余
り
に
も
惜

し
い
労
作
で
あ
る
｡

(
≡
)
新
道
研
究
上
の
新
所
見
二
､
三

前
項
紹
介
の
よ
う
な
大
日
方
氏
の
稿
到
な
研
究
の

後
に
加
え
る
べ
き
何
物
が
あ
ろ
う
や
だ
が
'
飯
嶋
家

文
書
に
直
接
親
し
-
触
れ
る
機
会
を
得
た
者
と
し

て
､
新
所
見
　
(
｢
新
｣
以
外
も
含
め
て
)
　
の
一
､
二

を
こ
こ
に
述
べ
て
お
き
た
い
｡

1
､
新
道
の
呼
称

新
道
に
つ
い
て
の
県
や
国
に
関
わ
る
上
申
下
達
の

公
文
書
に
は
特
定
の
固
有
名
称
は
用
い
ら
れ
ず
､
例

え
ば
｢
新
川
県
下
越
中
国
新
川
郡
原
村
ヨ
リ
筑
摩
県

下
信
濃
国
安
曇
郡
野
口
村
迄
幅
弐
開
通
山
道
｣
　
(
明

治
8
)
　
の
よ
う
な
長
い
も
の
か
ら
､
も
う
少
し
短
く

｢
平
村
ヨ
リ
越
中
国
富
山
へ
達
ス
ル
路
線
｣
(
明
治
Ⅱ
)

な
ど
と
呼
ん
で
い
る
｡

ア
､
信
越
連
帯
新
道
　
飯
嶋
家
文
書
に
は
見
ら
れ

な
い
｡
長
野
県
行
政
文
書
(
長
野
県
立
歴
史
館

所
蔵
)
･
公
文
編
冊
｢
信
越
連
帯
新
道
起
功
之

部
｣
　
(
明
治
1
5
年
･
土
木
課
)
　
が
唯
一
の
所
見
｡

イ
'
そ
の
ほ
か
列
記
す
る
と
､
越
信
新
道
･
信

越
新
道
･
越
中
新
道
･
加
賀
新
道
･
越
中
道
･

針
ノ
木
新
道
･
立
山
新
道
等
々
｡

2
､
ル
ー
ト
上
の
問
題

ア
､
富
山
側
当
初
の
ル
ー
ト
案

善
道
父
善
右
衛
門
の
願
書
に
も
｢
当
村
大
宮

前
よ
り
越
中
新
惣
淀
倉
御
姥
尊
構
造
⊥
と

あ
る
｡
最
初
は
芦
晰
寺
村
か
ら
の
ル
ー
ト
を
考

え
た
が
､
困
難
と
判
断
し
て
立
山
温
泉
ま
で
既

存
道
路
を
利
用
す
る
案
に
切
り
替
え
た
｡

ィ
､
原
村
-
立
山
温
泉
ル
ー
ト

立
山
温
泉
(
古
く
は
立
山
下
温
泉
)
　
は
深
見

六
郎
が
経
営
し
て
い
た
｡
明
治
六
年
(
一
八
七

三
)
'
新
川
県
か
ら
筑
摩
県
側
へ
の
新
道
開
設

の
許
可
を
受
け
､
立
山
温
泉
へ
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
の
は
明
治
九
年
で
'
翌
十
年
か
ら
新
道
開

設
に
あ
た
っ
て
い
る
　
(
深
見
家
文
書
)
｡

原
村
-
温
泉
の
ル
ー
ト
は
､
中
島
文
庫
の

｢
越
信
新
道
細
見
図
｣
に
よ
れ
ば
常
願
寺
川
お

よ
び
支
流
湯
川
の
左
岸
を
通
っ
て
い
る
｡
こ
の

ル
ー
ト
は
現
在
地
元
研
究
者
に
も
確
定
で
き
な

い
由
｡
国
土
地
理
院
地
形
図
に
左
岸
伝
い
の
徒

歩
道
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
れ
も
明
治
の

新
道
ル
ー
ト
に
当
た
る
か
否
か
不
明
と
い
う

(
山
博
･
峯
村
氏
ご
教
示
に
よ
る
)
｡
右
岸
に
は

国
の
立
山
工
事
事
務
所
の
砂
防
工
事
専
用
軌
道

(
延
長
十
人
血
)
　
が
立
山
ケ
ー
ブ
ル
発
発
点
付

近
の
千
寿
ケ
原
出
張
所
か
ら
上
流
の
水
谷
工
事

事
務
所
ま
で
敷
設
さ
れ
て
い
る
｡
｢
渓
｣
　
の
筆

者
冠
松
次
郎
も
｢
崩
れ
｣
　
の
著
者
幸
田
文
も
時

代
を
隔
て
て
こ
の
軌
道
に
乗
車
し
て
い
る
｡
こ

の
谷
は
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
底
を
流
れ
､
日
本
三

大
崩
れ
の
霊
廟
鷲
山
崩
れ
に
発
し
て
い
る
｡

ウ
､
ザ
ラ
峠
-
平
の
渡

現
在
の
登
山
路
は
ザ
ラ
峠
-
五
色
ケ
原
-
刈

安
峠
-
平
と
続
い
て
い
る
が
'
新
道
は
｢
細
見

図
｣
に
よ
る
と
ザ
ラ
峠
-
中
ノ
谷
-
刈
安
峠
-

平
の
ル
ー
ト
を
と
る
｡
｢
渓
｣
に
よ
る
と
'
カ

リ
ヤ
ス
峠
か
ら
五
色
ケ
原
へ
路
が
で
き
た
の

も
､
平
の
カ
ゴ
渡
し
が
吊
橋
に
架
け
替
え
ら
れ

た
の
と
同
じ
大
正
末
年
こ
ろ
だ
っ
た
｡
平
　
(
ダ

イ
ラ
)
　
は
｢
中
ノ
瀬
平
｣
　
の
略
｡
天
下
一
の
瞼

谷
も
こ
の
中
流
域
だ
け
わ
ず
か
に
緩
傾
斜
の
ゆ

る
や
か
な
流
れ
に
な
る
｡
大
昔
か
ら
こ
の
黒
部

唯
一
の
間
隙
を
人
は
渡
り
越
え
て
き
た
｡

3
､
倍
州
側
工
事
起
点
｢
山
ノ
神
｣
　
の
位
置

大
出
の
大
姥
堂
上
手
の
山
の
神
と
見
ら
れ
て
き
た

が
'
私
見
で
は
も
っ
と
上
流
の
ヘ
ビ
沢
ヨ
セ
沢
の
中

間
､
大
町
扇
沢
線
道
路
傍
の
現
在
大
町
市
上
水
道
配

水
池
横
地
点
に
想
定
す
る
｡
大
出
説
に
対
す
る
疑
問

は
､
①
文
書
に
あ
る
野
口
-
山
ノ
神
の
区
間
道
の
り

一
里
　
(
文
書
に
よ
っ
て
は
一
里
半
)
　
か
ら
見
て
大
出

で
は
近
す
ぎ
る
｡
大
出
で
は
野
口
本
村
大
宮
神
明
社

前
か
ら
半
里
し
か
な
い
｡
②
文
書
に
｢
信
濃
国
安
曇

郡
野
口
村
宮
林
之
内
宇
山
之
神
｣
と
あ
る
が
､
大
出

山
の
神
が
宮
林
内
に
入
ら
ぬ
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ

る
｡
③
前
出
｢
細
見
図
｣
や
長
野
県
行
政
文
書
の
野

口
-
針
ノ
木
間
ル
ー
ト
図
に
よ
る
位
置
推
定
に
よ

る
｡
長
野
県
庁
文
書
に
は
白
沢
の
橋
か
ら
山
ノ
神
ま

で
下
流
へ
十
八
丁
(
半
里
)
と
記
さ
れ
る
｡

想
定
地
点
付
近
に
現
在
祭
祀
遺
跡
は
見
当
た
ら
な

い
が
､
仮
説
理
由
は
位
置
推
定
の
ほ
か
に
､
現
場
地
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｢山ノ神｣想定地点(杉木立の小丘)

趨萱園.この｢山と博物館'腑生紙を使用し､石油溶剤の代わ｡に大豆油を使用した大豆インキで印刷していますo

形
上
こ
こ
し
か
神
の
洞
を
祭
る
べ
き
場
所
が
な
い
と

の
判
断
に
よ
る
｡
こ
の
道
沿
い
は
白
沢
天
狗
山
の
急

斜
面
か
ら
の
押
し
出
し
が
激
し
-
､
お
宮
の
建
物
や

鳥
居
を
安
ん
じ
て
建
て
ら
れ
そ
う
な
場
所
が
見
つ
け

に
く
い
｡
想
定
場
所
は
由
緒
あ
り
け
な
杉
木
立
の
小

丘
で
あ
る
が
､
比
較
的
安
定
し
た
地
形
と
見
受
け
ら

れ
る
｡こ

こ
で
問
題
は
山
ノ
神
-
野
口
の
区
間
距
離
一
里

で
あ
る
｡
前
記
想
定
山
ノ
神
か
ら
野
口
の
村
に
向
か

っ
て
一
里
下
っ
て
く
る
と
大
出
山
の
神
辺
に
到
着
す

る
(
一
里
半
な
ら
本
村
の
大
宮
前
に
な
り
ち
ょ
う
ど

具
合
良
い
の
だ
が
)
｡
古
文
書
に
新
道
ル
ー
ト
道
種

の
野
口
村
起
点
を
村
の
ど
こ
に
置
-
の
か
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
の
で
迷
う
の
だ
が
'
｢
山
ノ
神
-
野
口

間
一
里
｣
を
文
言
通
り
と
れ
ば
大
出
が
起
点
と
な
る
｡

起
点
を
野
口
村
集
落
の
村
外
れ
か
ら
と
解
す
れ
ば
大

出
の
外
れ
､
山
の
神
辺
が
そ
の
村
外
れ
に
相
当
す
る
｡

こ
の
点
に
な
お
問
題
を
残
す
｡

4
､
新
道
営
業
の
期
間
(
道
鏡
取
受
期
間
)

従
来
､
明
治
十
三
年
(
一
八
八
〇
)
一
シ
ー
ズ
ン

の
営
業
と
見
ら
れ
て
い
た
が
､
史
料
の
点
で
同
十
二
'

十
三
年
商
シ
ー
ズ
ン
に
修
正
で
き
る
｡
す
な
わ
ち
明

治
十
三
年
は
使
用
通
券
の
存
在
に
よ
り
､
同
十
二
年

は
通
行
人
数
集
計
報
告
書
の
存
在
に
よ
り
､
営
業
事

実
が
分
明
で
あ
る
｡
し
か
し
､
そ
れ
以
前
に
つ
い
て

は
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
た
｡
こ
れ
ま
で
期
間
決
定
に

戸
惑
っ
た
の
は
'
営
業
開
始
を
新
道
工
事
完
成
と
セ

ッ
ト
に
し
て
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
｡
と
こ
ろ

が
'
道
鏡
収
受
は
工
事
完
成
前
'
工
事
途
中
か
ら
始

ま
っ
て
い
経
に
と
が
分
か
っ
た
｡

｢
新
道
開
墾
二
付
議
工
費
悉
皆
取
調
書
｣
　
(
明
治

1
5
･
3
･
2
)
-
こ
れ
は
　
(
明
ら
か
に
営
業
放
棄
後

の
)
長
野
県
宛
上
申
文
書
だ
が
'
そ
の
収
入
の
部
に

I
.
 
&
.
 
+
.
 
*
.
 
A
.
 
E
j
廿
銭
明
治
十
年
ヨ
リ
同
+
u
章
十
月

マ
テ
道
銭
収
入
之
分
｣
と
あ
り
､
こ
れ
が
正
に
探
し

て
い
た
営
業
期
間
に
相
当
す
る
｡
と
す
れ
ば
ほ
ぼ
工

事
開
始
と
と
も
に
道
銭
取
愛
も
始
ま
っ
た
訳
で
あ

る
｡
そ
し
て
終
末
の
方
は
明
治
十
三
年
十
月
ま
で
と

記
す
が
､
保
存
｢
通
券
｣
　
(
山
博
･
文
化
財
セ
ン
タ

ー
保
管
通
券
す
べ
て
明
治
十
三
年
分
)
　
の
最
終
期
日

は
明
治
十
三
年
十
一
月
□
日
(
日
付
不
明
)
で
あ
る
｡

こ
れ
が
営
業
最
終
期
日
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
し
て
､
新

道
工
事
の
完
成
に
つ
い
て
は
､
明
白
に
指
摘
す
る
史

料
が
な
い
｡

新
道
工
事
の
初
期
か
ら
連
銭
取
受
が
始
ま
っ
て
い

た
こ
と
の
傍
証
文
書
を
二
例
挙
げ
る
｡

ア
､
深
見
家
文
書
　
解
説
文
｢
開
通
社
と
の
関
係
｣

よ
り

｢
明
治
1
0
年
8
月
開
通
社
副
社
長
堀
四
郎
､
同

惣
代
佐
久
間
盛
武
と
深
見
六
郎
の
間
で
協
約
し

た
｡
一
､
新
道
通
行
の
月
8
月
5
日
よ
り
越
信

社
(
注
･
開
通
社
か
?
)
　
に
於
て
通
行
の
者
よ

り
道
銭
収
受
通
券
を
渡
す
か
ら
其
御
在
所
よ
り

温
泉
場
へ
掃
出
す
こ
と
｣

イ
'
石
川
県
権
令
代
理
よ
り
下
達
文
書

明
治
1
0
･
8
.
･
2
7

｢
書
面
道
路
修
築
中
旅
人
通
行
致
サ
セ
候
儀
聞

置
候
条
､
相
対
ヲ
以
道
銭
収
受
候
義
ハ
不
苦
候

事
､
但
シ
連
銭
不
相
当
ノ
義
無
之
様
相
心
得
へ

シ
｣

新
道
工
事
を
し
な
が
ら
旅
人
を
通
し
道
銭
を
取
り

受
け
て
い
た
訳
で
あ
る
｡
道
銭
取
受
開
始
は
明
治
十

午
(
一
八
七
七
)
　
八
月
か
ら
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ

る
｡
ま
と
め
て
み
る
と

○
新
道
営
業
期
間
を
道
銭
収
受
期
間
と
み
な
せ
ば
'

明
治
十
年
八
月
か
ら
同
十
三
年
十
月
　
(
十
一
月
)

ま
で
｡

○
ま
た
､
道
鏡
取
受
高
札
に
記
す
明
治
十
一
年
九
月

を
正
式
の
営
業
開
始
と
み
る
と
､
前
項
よ
り
一
カ

年
一
カ
月
く
り
下
げ
て
開
始
と
考
え
る
｡
(
こ
の

高
札
の
年
月
と
同
年
八
月
付
の
新
道
検
査
出
張
通

知
(
平
村
宛
)
　
と
に
よ
り
､
新
道
完
成
を
一
応
明

治
十
一
年
夏
と
考
え
て
い
る
｡
〉

と
こ
ろ
で
､
工
事
開
始
前
の
明
治
八
年
八
月
提
出

の
｢
道
程
表
｣
に
付
記
さ
れ
た
｢
新
川
口
井
信
州
口

通
行
人
馬
等
員
数
及
銭
収
受
高
壱
ケ
年
分
目
算
表
｣

に
よ
れ
ば
､
当
初
計
画
段
階
で
予
想
し
た
一
シ
ー
ズ

ン
の
道
銭
収
入
は
､
｢
通
行
人
一
三
一
四
〇
〇
人
　
荷

物
一
六
二
〇
〇
箇
　
駄
荷
五
四
〇
〇
駄
　
駕
篭
一
八

〇
挺
　
計
三
三
一
五
円
六
〇
銭
歳
入
目
論
見
｣
だ
っ

た
｡

こ
れ
を
前
記
｢
-
諸
工
費
悉
皆
取
調
書
｣
　
(
明
治

1
 
5
･
3
)
　
に
記
す
｢
明
治
十
年
ヨ
リ
十
三
年
十
月
マ

テ
道
銭
収
入
｣
｢
金
七
拾
五
円
廿
銭
｣
と
比
べ
て
み

る
と
き
､
余
り
の
目
論
見
違
い
に
溜
息
が
出
る
｡

『
大
町
市
史
』
第
五
巻
に
よ
れ
ば
､
明
治
十
一
年

七
月
､
イ
ギ
リ
ス
公
使
通
訳
官
ア
ー
ネ
ス
ト
･
サ
ト

ウ
が
こ
の
完
成
間
近
の
新
道
を
通
っ
て
い
る
｡
野
口

(
御
宿
臼
･
飯
嶋
家
か
?
)
　
に
一
泊
､
針
ノ
木
峠
越

え
､
黒
部
平
の
小
屋
泊
､
ザ
ラ
峠
か
ら
立
山
下
温
泉

泊
､
室
堂
か
ら
立
山
雄
山
に
登
っ
た
｡

｢
峠
の
道
程
は
十
五
マ
イ
ル
　
(
約
二
四
k
m
)
　
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
が
､
-
こ
れ
ほ
ど
時
間
を
要
す
る

と
は
､
到
底
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
そ
こ

で
こ
の
道
(
針
ノ
木
新
道
)
を
開
い
た
企
業
家
た

ち
は
'
旅
行
者
を
お
ど
ろ
か
せ
な
い
た
め
に
､
わ

ざ
と
距
離
と
所
要
時
間
を
控
え
目
に
述
べ
た
の
だ

と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
｡
｣
　
(
『
遠
い
崖
-
ア
ー

ネ
ス
ト
･
サ
ト
ウ
日
記
抄
』
萩
原
延
喜
著
･
朝
日

新
聞
社
)

(
サ
ト
ウ
の
日
記
の
立
山
登
山
の
-
だ
り
は
『
富
山

県
史
』
史
料
編
Ⅵ
(
昭
和
5
3
)
　
に
覆
刻
さ
れ
､
さ
ら

に
全
訳
が
『
富
山
県
史
だ
よ
り
3
』
　
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
由
｡
ま
た
『
日
本
旅
行
記
1
･
2
』
　
ア
ー
ネ
ス

ト
･
サ
ト
ウ
著
､
庄
田
元
男
訳
･
平
凡
社
東
洋
文
庫

が
あ
る
｡
〉

(
大
町
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
文
化
財
指
導
員
)
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